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-------------------------------------------------------------------------------- 

【要 約】「拝島ネギ」の栽植本数を慣行より少なくすると，分げつや調整重が増加し収量

が高くなる。培土の回数を増やして揚土を多くすると葉鞘が長くなる。 

-------------------------------------------------------------------------------- 

【目 的】 

「拝島ネギ」は，葉ネギとしても利用できる根深ネギであり，甘みが強く食味の良いこと

が特徴である。一方で，収量は緑葉を含めても少なく，太さや揃いでも劣るため，栽植密度

や肥培管理などにより草姿，草勢を改善していく必要がある。そこで，前年に引き続き，「拝

島ネギ」の特性を確認するとともに，栽植本数および培土回数が生育や収量に及ぼす影響を

把握し，栽培技術改善のための資料とする。 

【方 法】 

 2021 年３月９日に「拝島ネギ」ほか３品種をチェーンポット CP303 に播種し，ハウス内

で育苗した。出芽後，ポットあたりの苗本数を２本，または２本と３本を交互（慣行）とす

るよう間引きした。５月 24日に「ひっぱりくん」を用い，畝間 110cm，株間５cm/ポットで

定植し，畝あたりの栽植本数を 40 または 50 本/ｍとする試験区（栽植密度で 36.4 または

45.5株/ｍ2）を設けた。基肥はＮ-P2O5-K2Oを成分量で６-12-６kg/10ａを施用し，追肥は培

土時にＮ-K2O（成分量で各 0.5kg/10ａ）を３回施用した。培土の回数は 11 月 10 日の止め

土までに計４または５回とし，試験区とした。12 月７日（定植後 197 日）に各試験区の畝

0.8ｍ分を２区画収穫して調査した。 

【成果の概要】 

１．「拝島ネギ」を一般品種の「夏扇 4号，夏扇パワー，なべちゃんゴールド」と比較する

と，草丈や葉鞘径では大差なく，葉鞘長はやや長く，分岐部長はやや短かった（表１）。

葉鞘は軟らかく，どの調査項目もばらつきが大きかった。調整重は一般品種の半分以下で，

収量も５割を超える程度で少なかった。規格別にみると，一般品種は３Ｌサイズが多かっ

たが，「拝島ネギ」は各規格に分散し，３Ｌサイズは少なかった（図１）。 

２．「拝島ネギ」における畝あたり栽植本数は，草丈，葉鞘径，調整重に影響し，いずれの

項目も疎植の 40 本/ｍの区で大きくなった（表２）。40 本/ｍでは分げつも進み，収穫本

数は定植本数のおよそ 1.3倍になった。調整重の増加も影響して収量が増加した。一方，

培土回数は葉鞘長，分岐部長，葉鞘の硬さに影響した。なお，培土による畝の高さ（高低

差）は５回区でおよそ 55cm，４回区で 45cmであった。規格別収穫割合をみると，40本/

ｍ・５回区では３Ｌサイズが多かった（図２）。 

【残された課題・成果の活用・留意点】 

最適な栽植本数を明らかにするため，引き続き栽植密度の試験を実施する。また，分げつ

発生が商品性に影響しないか，検討が必要である。 
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